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第
３
章　

他
者
の
戦
争
経
験
へ
の
ま
な
ざ
し 

　
　

―
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
日
本
人
戦
犯
問
題
を
め
ぐ
っ
て

永
井　
　

均

は
じ
め
に

　

一
九
四
七
年
八
月
一
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
対
日
戦
犯
裁
判
を
開
始
し
た
。
そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
、
植
民
地
か
ら
独
立
し
た
新
生
国
家
に
よ
る
唯
一
の
対
日
戦
犯
裁
判
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

大
戦
中
、
日
本
軍
に
よ
り
占
領
支
配
さ
れ
、
国
土
が
激
し
い
戦
場
と
な
り
、
一
一
一
万
人
も
の
人
命
が

失
わ
れ
る
な
ど
、
ア
ジ
ア
最
大
の
戦
争
被
害
国
の
一
つ
だ
っ
た
。
対
日
戦
犯
裁
判
は
焦
土
の
中
で
誕
生

し
た
新
興
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
取
り
組
ん
だ
国
家
的
事
業
で
あ
っ
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
犯
裁
判
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
「
報
復
」
と
い
う
言
葉
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
否

定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う（

１
）。

し
か
し
、
こ
う
し
た
評
価
は
、
主
と
し
て
日
本
側
の
資
料
や
関
係

者
の
証
言
に
基
づ
い
て
お
り
、
戦
犯
裁
判
の
も
う
一
つ
の
主
役
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
政
策
対
応
の

考
察
を
欠
い
た
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
捉
え
方
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
戦
犯
裁
判
と
そ
の
後
を
め
ぐ
る
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フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
動
向
分
析
を
通
じ
て
、
か
か
る
見
方
を
再
考
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
戦
争
経
験
を
振
り
返
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
「
戦
争
の
傷
跡
」
の
問
題
に
ど
の
よ
う

に
向
き
合
っ
た
か
を
考
え
る
一
助
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

１　

歴
史
的
背
景

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
一
八
九
八
年
以
来
、
米
国
の
植
民
地
だ
っ
た
が
、
一
九
三
四
年
三
月
の
独
立
法
（
タ

イ
デ
ィ
ン
グ
ス
・
マ
ク
ダ
フ
ィ
ー
法
）
に
よ
り
四
六
年
七
月
の
独
立
を
約
束
さ
れ
て
い
た
。
一
九
三
五

年
五
月
に
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
一
一
月
に
は
マ
ヌ
エ
ル
・
ケ
ソ
ン
を
大
統
領
と
す
る
独
立
準
備
政
府
（
コ

モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
）
が
発
足
す
る
な
ど
、
戦
前
か
ら
独
立
の
基
盤
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
。
日
本
軍
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
侵
攻
し
、
全
土
を
軍
事
占
領
し
た
の
は
、
独
立
準
備
の
最
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
は
日
米
と
い
う
大
国
の
狭
間
で
戦
禍
に
巻
き
込
ま
れ
、
人
生
を
翻
弄
さ
れ
た
。
日

本
軍
は
当
初
、「
比
島
民
衆
ヲ
米
国
ノ
支
配
ヨ
リ
解
放
シ
大
東
亜
共
栄
圏
ノ
一
員
ト
シ
テ
比
島
人
ノ
比
島

ヲ
建
設
」
す
る
た
め
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
占
領
し
た
と
喧
伝
し
た
け
れ
ど
も（

２
）、

そ
の
占
領
支
配
は
多
く
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
と
っ
て
抑
圧
的
で
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

は
終
戦
直
後
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
日
本
軍
に
よ
る
侵
略
、
そ
し
て
そ
れ
に
引
き
続
く
占
領
は
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余
り
に
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
占
領
時
代
の
三
年
を
経
て
、
ま
た
集
団
拷
問
や
集
団
処
刑
、

略
奪
、
焼
き
払
い
、
強
姦
を
経
験
し
た
後
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
日
本
人
を
も
は
や
人
間
と
見
る
こ

と
を
や
め
、
殺
す
べ
き
相
手
、
地
球
上
か
ら
除
去
す
る
対
象
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
っ
た（

３
）」。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
日
本
人
へ
の
ま
な
ざ
し
は
、
こ
の
上
な
く
厳
し
か
っ
た
。
米
軍
に
降
伏
し
た
日
本

兵
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
怒
り
に
任
せ
て
投
石
し
、
日
本
語
で
罵
詈
雑
言
を
浴
び
せ
か
け
た（

４
）。

憎

悪
の
裏
に
は
、
日
本
軍
の
圧
政
と
残
虐
な
ふ
る
ま
い
が
あ
っ
た
が
、
多
く
の
日
本
人
に
は
、
憤
怒
の
理

由
が
分
か
ら
ず
、
戸
惑
う
ば
か
り
だ
っ
た
。
現
地
住
民
と
の
関
係
を
築
い
て
い
た
在
留
邦
人
で
さ
え
、

日
本
へ
の
送
還
を
前
に
、
マ
ニ
ラ
周
辺
で
目
の
当
た
り
に
し
た
光
景
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
彼
の
手

記
に
は
こ
う
あ
る
。「
老
い
も
若
き
も
顔
を
ひ
き
つ
ら
せ
て
、
声
を
か
ぎ
り
に
怒
鳴
っ
て
い
る
。
首
を
ち

ぢ
め
て
、
両
手
で
耳
を
お
さ
え
て
も
、
罵
声
は
あ
と
を
追
っ
て
き
た
。
私
は
、
こ
ん
な
に
も
憎
し
み
を

あ
ら
わ
に
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
戦
前
か
ら
こ
の
地
に
住
み
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
と
親
し
く
付
き
合
っ
て
き
た
私
に
は
、
想
像
も
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
一
体
誰
が
、
一
体
何
が
こ

の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
の
か
。
私
は
頭
を
抱
え
て
う
ず
く
ま
り
、
悲
し
み
に
身
を
震
わ
せ
て
い
た（

５
）」。
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２　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
日
戦
犯
裁
判

（
１
）
米
軍
に
よ
る
捜
査
と
処
罰

　

ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
率
い
る
米
軍
は
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
に
レ
イ
テ
島
、
四
五
年
三

月
に
首
都
マ
ニ
ラ
を
再
占
領
す
る
な
ど
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
を
奪
還
す
る
と
と
も
に
、
日
本
軍
の
戦
争

犯
罪
の
捜
査
に
着
手
し
た
。
戦
争
犯
罪
支
隊
は
マ
ニ
ラ
を
は
じ
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
の
事
件
現
場
で

捜
査
を
実
施
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
も
こ
れ
に
協
力
し
た
。
捜
査
の
対
象
は
、
日
本
軍
に
よ
る
米
軍
捕
虜

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
対
す
る
残
虐
行
為
で
あ
っ
た
。
戦
争
犯
罪
支
隊
が
作
成
し
た
報
告
書
に
は
、
被
害

者
の
供
述
書
や
現
場
の
写
真
、
日
本
軍
関
係
者
へ
の
尋
問
調
書
な
ど
が
綴
ら
れ
、
捜
査
員
は
こ
う
し
た

資
料
を
分
析
し
、
事
件
の
把
握
と
容
疑
者
の
特
定
を
進
め
た
。
事
件
現
場
は
ル
ソ
ン
島
を
中
心
と
す
る

が
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
や
ネ
グ
ロ
ス
島
、
セ
ブ
島
な
ど
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
域
に
及
ん
で
い
た
。
一
九
四
六
年

五
月
ま
で
に
三
一
七
点
の
捜
査
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、
戦
犯
裁
判
の
検
察
側
書
証
と
し
て
活
用
さ
れ
た（

６
）。

　

一
九
四
五
年
八
月
、
日
本
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
よ
り
終
戦
が
訪
れ
た
。
連
合
国
は
同
宣
言
第
一
〇

項
の
戦
犯
処
罰
条
項
に
基
づ
い
て
戦
犯
裁
判
を
開
始
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
戦
犯
訴
追
は
宗
主
国
の

手
で
始
め
ら
れ
た
。
米
軍
が
マ
ニ
ラ
に
軍
事
法
廷
を
作
り
、
日
本
軍
の
交
戦
法
規
違
反
を
裁
い
た
の
で
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あ
る
。
米
軍
主
導
の
戦
犯
裁
判
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
も
判
事
や
検
事
、
あ
る
い
は
証
人
と
し
て
参
加
し
た（

７
）。

米
軍
マ
ニ
ラ
裁
判
は
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
に
開
廷
し
た
山
下
奉
文
大
将
の
裁
判
を
皮
切
り
に
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
独
立
後
の
四
七
年
四
月
ま
で
実
施
さ
れ
た
。
一
年
半
の
期
間
に
九
七
の
裁
判
が
審
理
さ
れ
、

二
一
五
名
の
被
告
が
バ
タ
ア
ン
「
死
の
行
進
」
な
ど
米
比
軍
捕
虜
に
対
す
る
虐
待
、
あ
る
い
は
マ
ニ
ラ

市
街
戦
で
の
民
間
人
虐
殺
な
ど
交
戦
法
規
違
反
の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
判
決
結
果
は
、
死
刑
九
二
名
、

終
身
刑
三
九
名
、
有
期
刑
六
六
名
、
無
罪
二
〇
名
で
あ
っ
た（

８
）。

（
２
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
犯
政
策
と
体
制

　

一
九
四
六
年
七
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
独
立
す
る
が
、
そ
の
後
も
米
軍
は
マ
ニ
ラ
で
の
戦
犯
裁
判
を
続

け
た
。
独
立
国
の
主
権
を
侵
害
し
か
ね
な
い
裁
判
の
法
的
正
当
性
へ
の
疑
義
が
、
米
軍
当
局
を
し
て
裁

判
権
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
移
管
の
検
討
を
促
し
た
。
移
管
問
題
は
米
軍
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
に
打
診
さ
れ
、

一
九
四
七
年
二
月
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
閣
議
で
マ
ヌ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス
大
統
領
か
ら
閣
僚
に
提
議
さ
れ
た（

９
）。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
当
時
、
三
〇
〇
名
余
り
の
容
疑
者
が
お
り
、
米
軍
の
打
診
を
断
れ
ば
、
彼
ら
を
裁

判
に
か
け
る
こ
と
な
く
無
罪
放
免
す
る
か
、
米
軍
に
そ
の
処
理
を
委
ね
、
例
え
ば
米
軍
横
浜
裁
判
で
裁

い
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
審
議
の
結
果
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
戦
犯
裁
判
を
自
ら
実
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施
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
米
側
に
裁
判
権
を
引
き
継
ぐ
意
思
を
伝
え
た（

10
）。

か
く
し
て
、
一
九
四
七
年
七

月
末
に
戦
犯
裁
判
計
画
を
主
管
す
る
国
立
戦
争
犯
罪
局
（
Ｎ
Ｗ
Ｃ
Ｏ
）
が
新
設
さ
れ
、
米
軍
か
ら
容
疑

者
と
捜
査
記
録
の
移
管
を
受
け
、
新
生
国
家
に
よ
る
戦
犯
裁
判
の
準
備
が
整
っ
た（

11
）。

米
軍
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
側
の
要
請
で
、
法
律
ス
タ
ッ
フ
や
施
設
の
提
供
、
被
告
の
拘
禁
や
移
送
な
ど
、
裁
判
遂
行
の
側
面
支

援
を
約
束
し
た（

12
）。

　

裁
判
権
の
移
管
当
時
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
に
は
反
日
感
情
が
渦
巻
い
て
い
た
。
か
か
る
状
況
下
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
政
府
は
、
復
讐
や
報
復
で
は
な
く
、
国
際
法
の
諸
原
則
に
準
拠
し
た
公
正
な
裁
判
を
追
求
し
た
。

ロ
ハ
ス
大
統
領
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
に
戦
犯
裁
判
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

人
類
と
後
世
に
対
し
て
、
我
々
は
大
き
な
責
任
と
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
改
め
て
説
明
す
る
ま
で

も
な
い
、
誰
も
が
知
る
残
虐
行
為
の
被
害
者
で
あ
る
我
々
は
、
正
義
と
い
う
言
葉
の
民
主
的
な
意

味
を
十
分
に
踏
ま
え
て
処
罰
を
下
す
態
勢
の
も
と
、
世
界
に
相
対
し
て
い
る
。
我
々
に
暴
虐
を
加

え
た
人
々
に
対
し
て
さ
え
、
我
々
の
立
憲
政
治
の
必
要
条
件
を
該
当
さ
せ
る
と
示
す
態
勢
は
整
っ

て
い
る
。
国
際
法
が
定
め
る
全
て
の
権
利
、
公
平
か
つ
道
理
に
則
し
た
迅
速
な
裁
判
を
受
け
る
権

利
、
戦
犯
の
利
益
に
な
る
参
考
人
を
召
喚
す
る
権
利
、
資
格
あ
る
弁
護
人
を
代
理
に
立
て
る
権
利
、

そ
し
て
再
審
の
権
利
を
戦
犯
に
与
え
て
裁
判
を
実
施
す
る
態
勢
が
整
っ
て
い
る
。
我
々
に
暴
虐
を
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加
え
た
者
に
対
し
て
こ
れ
ら
の
諸
権
利
を
与
え
る
こ
と
で
、
こ
の
非
常
に
重
要
な
任
務
を
成
し
遂

げ
た
暁
に
は
、
罪
な
き
者
が
罰
せ
ら
れ
た
な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う（

13
）。

　

当
時
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
間
に
は
、
戦
争
中
に
横
行
し
た
、
法
の
適
正
手
続
き
な
き
日
本
軍
の
暴

力
に
鑑
み
て
、
日
本
人
戦
犯
を
裁
判
に
か
け
る
必
要
は
な
い
、
と
す
る
考
え
も
少
な
く
な
か
っ
た
が（

14
）、

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
報
復
感
情
を
抑
え
、
国
家
の
威
信
と
国
民
の
能
力
を
内
外
に
示
す
べ
く
、
法
の
下

で
の
正
義
の
実
現
を
図
ろ
う
と
し
た
。
ロ
マ
ン
・
オ
ザ
エ
タ
司
法
長
官
も
大
統
領
の
意
を
汲
ん
で
、
裁

判
関
係
者
に
対
し
、「
公
平
で
正
当
な
」
裁
判
に
な
る
よ
う
努
力
せ
よ
、
と
訓
示
し
た（

15
）。

戦
犯
裁
判
計
画

の
責
任
者
で
あ
る
軍
法
務
総
監
フ
レ
ッ
ド
・
カ
ス
ト
ロ
少
佐
が
ラ
ジ
オ
番
組
で
語
っ
た
よ
う
に
、
日
本

人
戦
犯
を
訴
追
し
、
裁
く
こ
と
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
に
と
っ
て
紛
れ
も
な
い
挑
戦
で
あ
り
、
そ
の
訴

追
は
、
公
平
性
と
正
義
に
対
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
度
量
を
測
る
試
金
石
で
あ
っ
た
。
公
平
さ
と
正
義

を
保
つ
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、「
我
々
が
、
法
の
適
正
手
続
き
（due process of law

）
の
権
利

や
我
々
に
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
を
持
つ
同
じ
人
間
と
し
て
日
本
人
戦
犯
を
扱
う
こ
と
で
、
か
か
る
任

務
は
達
成
さ
れ
る
」。
カ
ス
ト
ロ
は
、
戦
犯
裁
判
計
画
の
本
格
始
動
を
前
に
、
こ
う
抱
負
を
述
べ
た（

16
）。

　

一
九
四
七
年
七
月
二
九
日
、
ロ
ハ
ス
大
統
領
は
大
統
領
命
令
第
六
八
号
を
発
し
、
Ｎ
Ｗ
Ｃ
Ｏ
を
設
置

す
る
と
と
も
に
戦
犯
裁
判
に
関
す
る
規
程
を
制
定
し
た
。
裁
判
規
程
に
基
づ
き
、
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
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訴
追
さ
れ
た
者
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
、
ま
た
は
そ
の
授
権
の
下
に
召
集
さ
れ
た
軍
事
委
員
会
の
裁

判
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
軍
事
委
員
会
は
戦
争
の
法
規
、
慣
例
違
反
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す

る
も
の
と
さ
れ
た
。
被
告
に
は
「
召
集
官
の
任
命
し
た
弁
護
人
、
も
し
く
は
自
己
の
選
任
し
た
弁
護
人
」

に
よ
り
弁
護
を
受
け
る
権
利
を
保
障
さ
れ
、
裁
判
書
類
は
日
本
語
に
翻
訳
の
上
、
被
告
に
手
交
さ
れ
た（

17
）。

　

裁
判
の
遂
行
に
際
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
が
重
視
し
た
の
は
弁
護
人
の
問
題
で
あ
る
。
裁
判
権
移
管

問
題
を
審
議
し
た
際
、
ロ
ハ
ス
大
統
領
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
厳
し
い
対
日
感
情
に
鑑
み
て
、
戦
犯

を
弁
護
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
弁
護
士
の
確
保
は
困
難
だ
と
懸
念
し
た
。
そ
こ
で
、
弁
護
士
資
格
な
ど
国

内
法
上
の
障
害
が
あ
っ
て
も
、
日
本
人
弁
護
士
を
出
廷
さ
せ
、
弁
護
に
当
た
ら
せ
る
案
を
示
唆
し
た（

18
）。

そ
の
結
果
、
一
〇
名
余
り
の
日
本
人
弁
護
士
が
マ
ニ
ラ
に
派
遣
さ
れ
、
戦
犯
の
弁
護
を
始
め
た
。
だ
が
、

一
九
四
七
年
一
一
月
に
日
本
人
弁
護
士
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
検
事
の
間
で
暴
力
沙
汰
が
起
き
、
日
本
人
弁

護
団
が
日
本
に
送
還
さ
れ
、
代
わ
り
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
か
ら
法
律
的
素
養
の
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
将

校
が
弁
護
人
に
選
任
さ
れ
た（

19
）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
弁
護
士
が
「
任
務
と
し
て
」
戦
犯
の
弁
護
を
始
め
る
と
、

す
ぐ
に
「
全
国
的
な
批
判
」
に
さ
ら
さ
れ
、「
売
国
奴
」
や
「
対
日
協
力
者
」
と
い
っ
た
言
葉
を
投
げ
つ

け
ら
れ
た
。
彼
ら
は
同
胞
か
ら
非
難
を
受
け
な
が
ら
も
、
耐
え
忍
ん
で
日
本
人
の
弁
護
を
全
う
す
べ
く

努
め
た（

20
）。

公
判
中
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
高
裁
判
所
に
戦
犯
裁
判
の
無
効
を
提
訴
さ
え
し
た（

21
）。
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（
３
）
裁
判
の
展
開
と
結
果

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
よ
る
対
日
戦
犯
裁
判
は
一
九
四
七
年
八
月
一
日
に
始
ま
り
、
最
後
の
判
決
が
出
る
四
九

年
一
二
月
二
八
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
二
年
半
の
間
に
七
三
の
裁
判
が
開
か
れ
、
一
五
一
名
の
被
告
が

裁
か
れ
た（

22
）。

被
告
の
約
八
〇
％
が
陸
軍
将
兵
で
、
軍
司
令
官
か
ら
一
等
兵
ま
で
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
他

の
被
告
は
海
軍
の
将
兵
、
お
よ
び
通
訳
な
ど
民
間
人
で
あ
っ
た
。
裁
判
に
は
、
わ
ず
か
二
日
で
判
決
に

至
る
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
（
多
く
が
罪
状
認
否
で
有
罪
を
認
め
、
有
罪
を
宣
告
）、
被
告
が
一
〇
名
以
上
の

集
団
裁
判
の
よ
う
に
七
カ
月
を
要
す
る
も
の
も
あ
り
、
公
判
期
間
は
様
々
で
あ
っ
た
。
起
訴
内
容
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
民
間
人
へ
の
残
虐
行
為
が
多
数
を
占
め
、
特
に
殺
人
事
案
が
多
く
、
虐
待
と
強
姦
が
こ
れ
に

続
い
た（

23
）。

　

裁
判
に
は
、（
１
）
捕
虜
の
虐
待
や
民
間
人
の
大
量
虐
殺
に
つ
い
て
指
揮
官
責
任
な
ど
を
問
わ
れ
た
高

級
将
校
の
ケ
ー
ス
、（
２
）
拷
問
や
殺
害
を
行
っ
た
憲
兵
隊
の
ケ
ー
ス
、（
３
）
民
間
人
の
大
量
殺
害
、

あ
る
い
は
ゲ
リ
ラ
討
伐
戦
に
お
け
る
ゲ
リ
ラ
容
疑
者
の
殺
害
に
直
接
関
与
し
た
下
級
兵
士
の
ケ
ー
ス
、

お
よ
び
（
４
）
事
件
や
被
告
を
め
ぐ
り
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
注
目
を
集
め
た
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
っ
た（

24
）。

特
色
あ
る
ケ
ー
ス
に
は
、
対
日
協
力
を
拒
ん
で
日
本
軍
に
処
刑
さ
れ
た
最
高
裁
長
官
ホ
セ
・
ア
バ
ド
・

サ
ン
ト
ス
殺
害
事
件
や
、
終
戦
後
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
起
き
た
人
肉
食
事
件
を
扱
っ
た
裁
判（

25
）な

ど
が
含
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ま
れ
る
。

　

判
決
結
果
を
見
る
と
、
被
告
の
九
一
％
が
有
罪
を
宣
告
さ
れ
、
無
罪
は
九
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
被
告

の
五
二
％
に
死
刑
が
宣
告
さ
れ
た
よ
う
に
、
峻
厳
な
裁
判
で
あ
っ
た（

26
）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
以
外
の
対
日
戦
犯

裁
判
実
施
国
（
米
英
中
仏
蘭
豪
の
六
カ
国
）
の
裁
判
で
の
死
刑
率
約
二
二
％
と
比
べ
て
も
、
そ
の
厳
し

さ
は
際
立
っ
て
い
た（

27
）。

厳
罰
理
由
を
、
根
拠
を
も
っ
て
示
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
殺
人
や
強
姦
な
ど
重

大
犯
罪
が
訴
追
の
中
心
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
加
罰
感
情
も
作
用
し
、
厳
罰
化
が
進
ん
だ
の
か
も

し
れ
な
い
。

３　

戦
犯
受
刑
者
の
扱
い

（
１
）
ニ
ュ
ー
ビ
リ
ビ
ッ
ド
刑
務
所

　

有
罪
宣
告
を
受
け
た
日
本
人
戦
犯
は
、
当
初
は
米
軍
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
マ
ニ
ラ
東
方
の
高
台
に

あ
っ
た
マ
ン
ダ
ル
ー
ヨ
ン
の
米
軍
施
設
に
収
監
さ
れ
た
が
、
一
九
四
八
年
六
月
に
死
刑
囚
が
ニ
ュ
ー
ビ

リ
ビ
ッ
ド
刑
務
所
（
Ｎ
Ｂ
Ｐ
）
に
移
送
、
一
二
月
に
残
り
の
有
期
・
終
身
刑
お
よ
び
未
決
囚
・
容
疑
者
も

Ｎ
Ｂ
Ｐ
に
身
柄
を
移
さ
れ
た
。
こ
こ
に
戦
犯
の
勾
留
・
拘
置
の
権
限
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
移
っ
た（

28
）。

　

Ｎ
Ｂ
Ｐ
は
マ
ニ
ラ
南
方
の
モ
ン
テ
ン
ル
パ
に
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
マ
ニ
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ラ
の
ビ
リ
ビ
ッ
ド
刑
務
所
（
通
称
オ
ー
ル
ド
ビ
リ
ビ
ッ
ド
）
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
一
九
四
〇
年
一
一

月
に
新
設
さ
れ
た
国
内
最
大
の
監
獄
で
あ
る
。
構
内
に
は
司
法
省
刑
務
局
の
本
部
も
置
か
れ
た
。
日
本

人
戦
犯
は
Ｎ
Ｂ
Ｐ
で
約
七
〇
〇
〇
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
受
刑
者
と
共
同
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
２
）「
寛
大
な
」
処
遇

　

一
九
四
八
年
一
二
月
一
日
、
Ｎ
Ｂ
Ｐ
に
到
着
し
た
戦
犯
受
刑
者
を
前
に
、
刑
務
局
長
エ
リ
ベ
ル
ト
・

ミ
サ
が
挨
拶
し
、
所
内
の
規
則
を
遵
守
す
る
よ
う
伝
え
る
一
方
、
刑
務
所
で
は
虐
待
を
受
け
る
心
配
は

な
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
受
刑
者
同
様
、「
諸
君
も
収
監
生
活
を
楽
し
め
る
と
思
う
」
と
話
し
た（

29
）。

ア
ル
フ

レ
ド
・
ブ
ニ
エ
刑
務
所
長
も
、「
運
命
の
命
ず
る
所
、
諸
君
は
当
監
獄
に
入
ら
れ
た
、
気
の
毒
に
思
う
」

と
日
本
人
に
語
り
か
け
、「
独
立
比
島
国
家
の
体
面
を
以
て
諸
君
の
取
扱
い
に
注
意
す
る
」
と
伝
え
た（

30
）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
刑
務
当
局
は
、
国
家
の
威
信
を
か
け
て
戦
犯
受
刑
者
の
処
遇
に
当
た
る
と
宣
言
し
た
の
で

あ
る
。
ロ
ハ
ス
大
統
領
の
急
死
に
よ
り
、
一
九
四
八
年
四
月
に
副
大
統
領
か
ら
昇
格
し
た
エ
ル
ピ
デ
ィ

オ
・
キ
リ
ノ
新
大
統
領
―
彼
自
身
、
戦
争
中
に
妻
と
三
人
の
子
供
を
日
本
軍
に
殺
さ
れ
て
い
た
―
も
、

刑
務
当
局
に
対
し
、「
日
本
人
囚
人
は
特
に
待
遇
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
」
と
命
じ
た（

31
）。

　

実
際
、
日
本
人
戦
犯
は
寛
大
な
処
遇
を
受
け
た
。
日
に
三
度
の
食
事
を
提
供
さ
れ
、
看
守
の
暴
力
も
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な
か
っ
た
。
死
刑
囚
に
は
労
務
が
課
さ
れ
ず
、
有
期
・
終
身
刑
の
受
刑
者
も
炊
事
や
刑
務
局
長
邸
の
庭

園
の
手
入
れ
な
ど
軽
微
な
労
務
だ
け
で
、
日
中
は
獄
舎
を
自
由
に
散
策
で
き
た
。
刑
務
当
局
は
ま
た
、

戦
犯
の
要
望
を
受
け
入
れ
、
任
期
満
了
の
た
め
一
九
五
〇
年
三
月
に
帰
国
予
定
だ
っ
た
教
誨
師
が
Ｎ
Ｂ
Ｐ

で
居
住
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
ブ
ニ
エ
所
長
が
身
元
保
証
人
を
引
き
受
け
た
。
所
長
自
身
、
父
親
を
日

本
軍
に
殺
さ
れ
た
経
験
を
持
っ
て
い
た
が
、「
戦
争
は
終
わ
っ
た
の
だ
か
ら
、
た
と
え
日
本
兵
で
あ
っ
て

も
人
間
ら
し
く
扱
う
べ
き
だ
」
と
の
考
え
に
立
ち
、
戦
犯
受
刑
者
に
終
始
親
切
に
接
し
た
。
日
本
人
が
、

ブ
ニ
エ
所
長
を
自
分
た
ち
の
「
最
も
よ
き
理
解
者
で
あ
り
同
情
者
」
と
感
じ
た
の
も
頷
け
よ
う（

32
）。

（
３
）
死
刑
の
執
行

　

軍
事
委
員
会
が
宣
告
し
た
判
決
と
量
刑
は
、
再
審
査
委
員
会
（
三
名
以
下
の
将
校
で
構
成
）
に
よ
る

審
査
に
付
さ
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
の
参
謀
総
長
が
そ
の
報
告
書
と
裁
判
記
録
を
吟
味
し
、
承
認
す
る

ま
で
執
行
し
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
死
刑
と
終
身
刑
の
判
決
に
限
っ
て
は
、
上
述
の

審
査
過
程
に
加
え
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
大
統
領
が
確
認
す
る
ま
で
は
執
行
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ（

33
）。

こ
の
規
定
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
死
刑
執
行
に
つ
い
て
、

米
軍
マ
ニ
ラ
裁
判
で
は
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
（
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
）
が
確
認
官
だ
っ
た
が
、
フ
ィ
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リ
ピ
ン
の
場
合
、
国
家
元
首
が
処
刑
の
最
終
責
任
を
負
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
刑
執

行
の
最
終
決
定
に
、
高
度
な
政
治
判
断
が
作
用
す
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
が
死
刑
執
行
に
慎
重
姿
勢
で
臨
む
制
度
的
枠
組
み
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　

た
だ
、
刑
執
行
へ
の
慎
重
姿
勢
や
Ｎ
Ｂ
Ｐ
で
の
寛
大
な
処
遇
を
も
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
戦
犯
死
刑

囚
に
手
心
を
加
え
た
と
即
断
す
べ
き
で
は
な
い
。
大
統
領
は
死
刑
事
案
の
処
理
に
時
間
を
か
け
な
が
ら

（
司
法
長
官
も
死
刑
事
案
の
再
審
査
報
告
書
に
目
を
通
し
た（

34
））、

刑
の
執
行
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

死
刑
囚
七
九
名
の
う
ち
、
一
七
名
が
Ｎ
Ｂ
Ｐ
に
特
設
さ
れ
た
絞
首
台
で
絞
首
刑
に
処
さ
れ
た
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
は
当
時
、
死
刑
は
電
気
椅
子
で
執
行
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
犯
裁
判
の
場
合
、
米
軍
が
マ
ニ
ラ

裁
判
で
採
用
し
た
絞
首
刑
、
も
し
く
は
銃
殺
刑
が
踏
襲
さ
れ
た
。

　

被
処
刑
者
は
階
級
の
高
い
順
で
は
な
く
、
概
ね
判
決
順
に
刑
を
執
行
さ
れ
た（

35
）。

処
刑
さ
れ
た
の
は
三
一

歳
か
ら
五
一
歳
ま
で
で
、
将
官
や
佐
官
級
は
一
人
も
お
ら
ず
、
そ
の
下
の
尉
官
が
八
名
（
最
高
位
は
大

尉
）、
准
尉
一
名
、
下
士
官
六
名
、
兵
二
名
（
最
下
級
は
上
等
兵
）
と
い
う
内
訳
だ
っ
た
。
処
刑
さ
れ
た

の
は
下
級
将
校
と
下
士
官
・
兵
な
ど
、
総
じ
て
戦
場
で
作
戦
を
遂
行
す
る
階
級
の
低
い
者
ば
か
り
で
あ
っ

た
。

　

最
初
の
処
刑
（
一
九
四
八
年
八
月
）
は
判
決
か
ら
九
カ
月
後
で
、
続
く
二
番
目
、
三
番
目
（
と
も
に
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四
八
年
一
一
月
）
が
そ
れ
ぞ
れ
一
一
カ
月
、
九
カ
月
、
そ
し
て
四
番
目
か
ら
最
後
の
一
七
番
目
ま
で
の

一
四
名
の
集
団
処
刑
（
五
一
年
一
月
）
に
は
、
判
決
か
ら
二
年
七
カ
月
も
の
歳
月
を
要
し
た（

36
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
七
名
の
死
刑
囚
は
刑
の
宣
告
後
、
九
カ
月
か
ら
二
年
七
カ
月
を
経
て
処
刑
さ
れ
た
。

米
軍
マ
ニ
ラ
裁
判
で
は
、
最
初
の
一
七
名
が
一
カ
月
半
か
ら
五
カ
月
半
ま
で
に
処
刑
さ
れ（

37
）、

東
京
裁
判

で
は
判
決
後
わ
ず
か
一
カ
月
で
刑
が
執
行
さ
れ
た
事
実
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
刑
の
執
行
に
慎
重
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、
死
刑
執
行
率
を
見
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
以
外
の
連
合
国
六
カ
国
の
戦
犯

裁
判
で
は
約
八
〇
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
主
管
の
そ
れ
は
約
二
〇
％
に
と
ど
ま
っ
た（

38
）。

こ

こ
か
ら
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
死
刑
執
行
に
抑
制
的
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

４　

キ
リ
ノ
大
統
領
の
恩
赦
決
定

（
１
）
冷
戦
と
対
日
融
和
の
模
索

　

一
九
四
六
年
に
独
立
し
た
と
は
い
え
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
戦
争
で
人
的
・
経
済
的
に
大
打
撃
を
受
け

て
お
り
、
復
興
に
は
米
国
か
ら
の
財
政
支
援
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
米
国
は
一
九
四
六
年
四
月
に
、
約

六
億
三
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
戦
災
補
償
を
規
定
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
復
興
法
を
成
立
さ
せ
、
そ
の
抱
き
合
わ
せ

で
、
米
国
に
特
恵
的
な
貿
易
を
保
障
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
通
商
法
（
ベ
ル
通
商
法
）
を
成
立
さ
せ
た
。
安
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全
保
障
面
で
も
、
植
民
地
時
代
の
軍
事
的
関
係
が
維
持
さ
れ
た
。
一
九
四
七
年
三
月
、
比
米
軍
事
基
地

協
定
と
比
米
軍
事
援
助
協
定
が
結
ば
れ
、
米
軍
基
地
の
九
九
年
間
の
無
償
貸
与
、
お
よ
び
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
軍
の
整
備
・
育
成
の
た
め
に
米
軍
事
顧
問
団
の
設
置
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

独
立
後
も
米
国
の
強
い
影
響
下
に
置
か
れ
、
対
外
政
策
に
つ
い
て
も
米
国
要
因
は
無
視
し
え
な
か
っ
た（

39
）。

　

終
戦
後
の
中
国
大
陸
で
の
国
共
内
戦
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
二
つ
の
国
家
の
樹
立
を
経
て
、
一
九
四
九

年
一
〇
月
に
中
華
人
民
共
和
国
が
建
国
さ
れ
、
翌
五
〇
年
六
月
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
な
ど
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
冷
戦
は
熱
戦
と
い
う
形
で
ア
ジ
ア
に
波
及
し
た
。
民
主
主
義
陣
営
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
財
政

面
と
安
全
保
障
面
で
米
国
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
元
宗
主
国
の
対
日
政
策
を
意
識
し
な
が
ら

日
本
へ
の
対
応
を
図
っ
た
。
社
会
主
義
圏
の
「
封
じ
込
め
」
政
策
を
推
進
す
る
米
国
は
、
日
本
の
占
領

方
針
に
つ
い
て
、
一
九
四
八
年
一
〇
月
に
米
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
が
採
択
し
た
「
米
国
の

対
日
政
策
に
関
す
る
勧
告
」（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
一
三
―
二
）
に
基
づ
き
、「
非
軍
事
化
と
民
主
化
」
と
い
う
従
来

の
改
革
路
線
か
ら
日
本
の
経
済
復
興
、
国
際
社
会
へ
の
復
帰
に
力
点
を
移
し
た
。

　

他
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
戦
争
の
記
憶
が
い
ま
だ
生
々
し
く
、
対
日
関
係
の
早
期
再
建
に
は
強
い
抵

抗
感
が
あ
っ
た
。
米
国
は
、
日
本
の
国
際
社
会
へ
の
早
期
復
帰
を
促
し
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
こ
れ
に

異
を
唱
え
た（

40
）。

国
内
を
覆
う
強
い
反
日
感
情
の
た
め
に
、
日
本
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
入
国
を
拒
否
す
る
有
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様
だ
っ
た（

41
）。

キ
リ
ノ
大
統
領
そ
の
人
も
、
戦
争
中
に
妻
子
を
日
本
軍
に
殺
さ
れ
、
日
本
人
を
見
れ
ば
「
生

き
た
ま
ま
飲
み
込
ん
で
し
ま
い
た
い
」
ほ
ど
の
憎
し
み
を
抱
い
て
い
た（

42
）。

　

し
か
し
、
日
本
が
民
主
主
義
陣
営
で
あ
り
、
将
来
の
国
益
を
見
す
え
て
日
本
と
の
経
済
交
流
の
再
開

を
予
想
し
、
ま
た
同
じ
太
平
洋
に
位
置
す
る
日
本
を
消
す
こ
と
も
、
大
西
洋
に
移
す
こ
と
も
で
き
な
い

地
政
学
上
の
宿
命
か
ら（

43
）、

キ
リ
ノ
は
日
本
と
の
共
存
を
模
索
し
始
め
る
。
一
九
四
七
年
、
比
日
両
国
は

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
の
管
理
下
で
貿
易
を
再
開
し
、
四
九
年
以
降
、
日
本
は
戦
前
同

様
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
外
貿
易
相
手
国
第
二
位
と
い
う
重
要
な
貿
易
相
手
国
に
な
っ
た（

44
）。

こ
う
し
た
現

実
を
見
す
え
、
キ
リ
ノ
は
一
九
四
八
年
一
一
月
、
日
本
に
準
外
交
機
関
（
在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
部
）

を
設
置
し
、
五
〇
年
五
月
に
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
の
貿
易
金
融
協
定
を
介
し
て
日
本
と
の
バ
ー
タ
ー
貿
易
に

乗
り
出
し
た（

45
）。

　

そ
の
後
、
対
日
講
和
が
現
実
味
を
帯
び
、
ま
た
最
大
関
心
事
の
賠
償
条
項
（
当
時
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

賠
償
額
八
〇
億
ド
ル
を
主
張
し
て
い
た
）
が
条
約
草
案
に
入
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
キ
リ
ノ
政
権
は
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
代
表
団
を
派
遣
し
、
一
九
五
一
年
九
月
に
講
和
条
約
に
署
名
し
た
。「
賠
償
な
く
し

て
批
准
な
し
」
の
立
場
を
取
る
野
党
の
反
対
で
批
准
こ
そ
見
送
ら
れ
た
が
、
講
和
後
、
キ
リ
ノ
政
権
は

対
日
関
係
の
改
善
に
向
け
て
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。
キ
リ
ノ
は
一
二
月
、
極
東
キ
リ
ス
ト
教
会
評
議
会
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の
総
会
参
加
者
を
マ
ラ
カ
ニ
ア
ン
に
招
き
、
特
に
日
本
の
代
表
に
向
け
て
、
自
分
は
家
族
を
殺
し
た
日

本
人
へ
の
憎
し
み
を
神
へ
の
信
仰
に
よ
っ
て
取
り
除
く
よ
う
努
め
、
日
本
人
を
「
隣
人
」
と
し
て
受
け

入
れ
た
い
旨
を
語
っ
た（

46
）。

一
二
月
下
旬
に
は
戦
犯
の
中
で
最
高
位
の
黒
田
重
徳
元
中
将
（
終
身
刑
）
に

恩
赦
を
与
え
、
翌
一
九
五
二
年
一
月
末
、
マ
ニ
ラ
で
賠
償
交
渉
に
臨
む
日
本
の
代
表
を
大
統
領
官
邸
（
マ

ラ
カ
ニ
ア
ン
宮
殿
）
に
招
い
た
。
一
〇
月
末
に
は
、
戦
後
初
め
て
と
な
る
日
本
の
外
交
機
関
（
在
外
事

務
所
）
を
マ
ニ
ラ
に
設
置
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
冷
戦
と
地
政
学
的
関
係
の
現
実
を
直
視
し
、
隣
国

と
の
良
好
な
関
係
作
り
を
求
め
て
、
キ
リ
ノ
は
対
日
融
和
政
策
を
少
し
ず
つ
推
し
進
め
て
い
っ
た
。

（
２
）
戦
犯
問
題
の
政
治
化

　

キ
リ
ノ
大
統
領
の
戦
犯
問
題
へ
の
対
応
は
、
冷
戦
の
国
際
環
境
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
対
日
政
策
を

考
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
旧
宗
主
国
の
米
国
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
犯
受
刑
者
の
処
遇
に
つ
い
て
不

介
入
の
立
場
を
取
っ
て
お
り（

47
）、

例
え
ば
一
九
五
一
年
一
月
の
一
四
名
の
処
刑
直
後
、
米
国
人
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
戦
犯
死
刑
囚
の
助
命
の
訴
え
に
対
し
て
も
、
米
国
務
省
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
日
本
人
戦
犯
の
問

題
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
事
法
廷
の
専
権
事
項
で
あ
り
、
戦
犯
へ
の
恩
赦
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
が
独
自
に

判
断
す
る
案
件
ゆ
え
、
米
国
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
介
入
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
の
立
場
を
鮮
明
に
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し
た（

48
）。

日
本
人
戦
犯
の
運
命
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

キ
リ
ノ
大
統
領
の
戦
犯
政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
一
九
五
一
年
一
月
の
一
四
名
の
処
刑

直
後
の
日
本
側
の
反
応
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ノ
は
、
戦
争
中
の
残
虐
行
為
に
対
し
て
は
、
国
際
法
違
反
と

し
て
極
刑
で
臨
み
得
る
と
す
る
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
原
則
を
支
持
す
る
立
場
か
ら（

49
）、

一
四
名
の
死
刑
執
行

命
令
書
に
署
名
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
処
刑
が
日
本
社
会
に
与
え
た
衝
撃
は
こ
の
上

な
く
大
き
か
っ
た
。
前
回
の
処
刑
（
一
九
四
八
年
一
一
月
）
後
、
二
年
余
り
も
執
行
が
な
く
、
講
和
も

間
近
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
突
然
の
、
し
か
も
大
規
模
な
処
刑
に
日
本
人
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
の
で
あ
る
。

　

集
団
処
刑
後
も
、
Ｎ
Ｂ
Ｐ
に
は
約
六
〇
名
の
戦
犯
死
刑
囚
が
残
さ
れ
て
お
り
、
日
本
国
民
は
彼
ら
を

救
う
べ
く
、
マ
ラ
カ
ニ
ア
ン
に
大
量
の
助
命
嘆
願
書
を
送
り
始
め
た
。
日
本
側
の
猛
烈
な
助
命
運
動
は
、

キ
リ
ノ
に
と
っ
て
予
想
外
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
一
九
五
一
年
二
月
、
政
府
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
を
通
じ

て
、
戦
犯
死
刑
囚
の
事
案
を
個
別
に
審
査
し
、
減
刑
の
余
地
を
検
討
す
る
意
向
を
表
明
し
た（

50
）。

当
時
、

キ
リ
ノ
は
次
の
よ
う
に
も
語
っ
て
い
る
。「
日
本
政
府
及
戦
犯
者
家
族
よ
り
死
刑
囚
の
大
赦
減
刑
に
関
す

る
嘆
願
書
が
来
て
ゐ
る
が
、
之
に
つ
い
て
は
一
括
減
刑
す
る
等
の
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
各
個
人
の
個
々

の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
慎
重
研
究
す
る（

51
）」。

大
統
領
が
戦
犯
の
死
刑
執
行
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
異
例
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で
、
日
本
か
ら
の
嘆
願
書
の
大
量
送
付
と
い
う
事
態
に
接
し
、
キ
リ
ノ
が
戦
犯
問
題
の
政
治
的
影
響
を

看
取
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
大
統
領
秘
書
の
後
年
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ノ
は
同
時
期
（
一
九
五
一

年
二
月
）
に
死
刑
執
行
の
停
止
を
決
定
し
た（

52
）。

（
３
）
恩
赦
の
決
定

　

一
九
五
一
年
二
月
以
降
、
キ
リ
ノ
大
統
領
は
戦
犯
死
刑
囚
の
刑
の
執
行
を
見
合
わ
せ
、
日
本
へ
の
送

還
問
題
を
検
討
し
始
め
た
。
一
九
五
二
年
七
月
、
面
会
し
た
日
本
の
参
議
院
議
員
に
、「
自
分
た
ち
は
決

し
て
戦
犯
者
の
命
を
取
ろ
う
な
ど
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
適
当
な
時
機
を
見
て
日
本
に
帰
す
つ
も
り
で

あ
る
。
た
だ
国
民
感
情
か
ら
早
急
に
や
る
こ
と
は
却
っ
て
ま
ず
い
。
私
が
責
任
を
持
っ
て
徐
々
に
日
本

に
帰
す
か
ら
」
と
話
し
た
よ
う
に（

53
）、

戦
犯
処
理
に
際
し
て
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
対
日
感
情
へ
の
配
慮

が
不
可
欠
だ
っ
た
。
特
に
、
次
期
大
統
領
選
（
一
九
五
三
年
一
一
月
）
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
世
論
動
向

に
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た（

54
）。

そ
れ
ゆ
え
、
一
九
五
一
年
二
月
に
松
崎
秀
一
元
憲
兵
中
佐
（
有

期
二
〇
年
）
に
初
め
て
の
恩
赦
を
与
え
、
同
年
一
二
月
に
黒
田
元
中
将
（
終
身
刑
）、
そ
し
て
五
二
年
二

月
に
喜
多
平
次
元
憲
兵
中
尉
（
有
期
一
七
年
）
に
恩
赦
を
言
い
渡
し
た
よ
う
に
、
死
刑
囚
以
外
の
、
ご

く
少
数
の
限
定
的
恩
赦
を
実
施
し
、
世
論
動
向
を
見
極
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う（

55
）。
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キ
リ
ノ
は
対
日
融
和
の
模
索
を
少
し
ず
つ
続
け
、
一
九
五
三
年
六
月
二
七
日
、
つ
い
に
日
本
人
戦
犯

全
員
の
恩
赦
を
決
断
す
る
。
七
月
六
日
に
比
日
外
交
当
局
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
交
換
公
文
（
七
月
四

日
付
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
「
日
本
国
政
府
が
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
事
法
廷
の
裁

判
を
受
諾
す
る
」
こ
と
、
終
身
・
有
期
刑
四
九
名
は
特
赦
・
釈
放
、
死
刑
囚
五
六
名
は
終
身
刑
に
減
刑

の
上
、
日
本
の
刑
務
所
で
服
役
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
特
赦
・
釈
放
者
に
は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン

を
去
り
、
且
つ
、
同
国
に
帰
ら
な
い
こ
と
」
の
宣
誓
を
条
件
に
課
し
た（

56
）。

　

な
ぜ
、
キ
リ
ノ
大
統
領
は
恩
赦
に
踏
み
切
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
人
教
誨
師
が
キ
リ
ノ
大
統
領
に

謁
見
し
た
際
（
一
九
五
三
年
五
月
）、
渡
辺
は
ま
子
が
歌
っ
た
「
あ
ゝ
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
夜
は
更
け
て
」

の
メ
ロ
デ
ィ
入
り
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
付
写
真
帳
を
贈
り
、
そ
の
音
色
と
歌
の
来
歴
に
感
動
し
た
大
統
領
が

恩
赦
を
決
断
し
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
が（

57
）、

事
情
は
も
う
少
し
複
雑
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
に
、
恩
赦
の
背
景
に
は
、
キ
リ
ノ
の
対
日
融
和
政
策
が
あ
り
、
そ
れ
は
冷
戦
の
国
際
環
境
と
米

国
の
対
日
占
領
政
策
の
転
換
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
二
に
、
大
統
領
選
と
賠
償
問
題
も
恩
赦
の
決
断
に
作
用
し
た
。
恩
赦
決
定
の
直
後
（
六
月
二
九
日
）、

フ
ェ
リ
ノ
・
ネ
リ
外
務
長
官
代
理
は
中
川
融
在
外
事
務
所
長
に
次
の
如
く
語
っ
て
い
る
。「
今
回
の
特
赦

を
す
る
に
至
つ
た
キ
リ
ノ
大
統
領
の
真
意
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
人
道
主
義
に
出
づ
る
も
の
で
あ
る
が
、
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同
時
に
今
回
の
挙
が
、
日
本
国
民
の
対
比
感
情
を
和
ら
げ
、
日
比
間
の
懸
案
、
特
に
賠
償
問
題
の
解
決

に
好
ま
し
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
…
…
大
統
領
と
し
て
は
賠
償
問
題

は
極
力
大
統
領
選
挙
前
に
片
付
け
、
国
民
に
対
し
自
分
の
功
績
と
し
て
示
し
た
い
希
望
を
有
し
て
居
り
、

従
つ
て
急
速
に
取
運
ぶ
要
が
あ
る（

58
）」。

キ
リ
ノ
は
選
挙
を
前
に
、
戦
犯
恩
赦
に
よ
り
賠
償
交
渉
に
お
け
る

日
本
側
譲
歩
を
引
き
出
し
た
い
意
向
で
あ
っ
た（

59
）。

原
則
と
し
て
年
四
回
実
施
さ
れ
る
恩
赦
（
新
年
と
七

月
四
日
の
独
立
記
念
日
、
一
一
月
一
六
日
の
大
統
領
誕
生
日
、
そ
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
）
の
う
ち
、
大
統

領
選
を
前
に
し
た
時
、
独
立
記
念
日
の
タ
イ
ミ
ン
グ
し
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
六
二
歳
の
キ
リ
ノ
は

病
身
で
（
六
月
に
は
歩
行
困
難
と
な
っ
て
い
た
）、
四
五
歳
の
気
鋭
の
対
抗
馬
ラ
モ
ン
・
マ
グ
サ
イ
サ
イ

に
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
か
ら
、
戦
犯
釈
放
に
「
政
治
上
の
危
険
」
を
感
じ
つ
つ
も
、
起
死
回
生
を
図
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る（

60
）。

　

第
三
に
、
将
来
の
比
日
友
好
を
見
す
え
、
憎
し
み
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
と
い
う
大
統
領
自
身
の
信
念

も
恩
赦
決
定
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
七
月
五
日
、
キ
リ
ノ
は
、
米
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
病
院
で
記

者
会
見
に
応
じ
、
次
の
よ
う
な
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。

私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
服
役
し
て
い
る
日
本
人
戦
犯
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
議
会
の
承
認
を
必
要
と

す
る
大
赦
と
し
て
で
は
な
く
、
特
赦
を
与
え
た
。
私
は
日
本
人
か
ら
妻
と
三
人
の
子
供
、
そ
し
て
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さ
ら
に
五
人
の
家
族
を
殺
さ
れ
た
者
と
し
て
彼
ら
を
特
赦
す
る
最
後
の
一
人
と
な
る
だ
ろ
う
。
私

は
自
分
の
子
孫
や
国
民
に
、
我
々
の
友
と
な
り
、
我
が
国
に
永
く
恩
恵
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
日

本
人
に
対
し
、
憎
悪
の
念
を
残
さ
な
い
た
め
に
、
こ
の
措
置
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
隣
国
と
な
る
運
命
な
の
だ（

61
）。

　

キ
リ
ノ
は
、
戦
争
中
に
妻
子
を
日
本
軍
に
殺
さ
れ
た
体
験
に
触
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
と
っ
て
日
本
と

の
共
存
は
地
政
学
上
、
不
可
避
で
あ
る
こ
と
、
両
国
の
友
好
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
益
に
か
な
う
も
の
で

あ
る
こ
と
、
関
係
再
建
の
た
め
に
は
憎
し
み
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
国
民
に
理
解
を
求
め
た
。
大
統
領
声
明
は
七
月
五
日
付
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
と
し
て
米
国
か
ら
マ

ラ
カ
ニ
ア
ン
に
打
電
さ
れ
、
翌
六
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
報
じ
ら
れ
た（

62
）。

キ
リ
ノ
は
翌
七
日
、
手
術

の
直
前
に
病
躯
を
お
し
て
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
し
、「
日
本
人
に
向
け
て
」
恩
赦
の
真
意
を
語
っ
た
。
彼

は
先
の
声
明
を
読
み
上
げ
る
と
と
も
に
、「
私
は
、
キ
リ
ス
ト
教
国
の
長
と
し
て
、
自
ら
こ
の
よ
う
な
決

断
を
な
し
え
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
う
。
私
を
突
き
動
か
し
た
善
意
の
心
が
人
間
に
対
す
る
信
頼
の
証
し

と
し
て
、
他
者
〔
日
本
〕
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
本
望
で
あ
る
」
と
述
べ
た（

63
）。

　

キ
リ
ノ
が
議
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
大
赦
（am

nesty

）
で
な
く
、
特
赦
（pardon

）
を
選
ん
だ

こ
と
、
恩
赦
に
際
し
て
特
赦
・
釈
放
者
に
再
入
国
禁
止
と
い
う
異
例
の
条
件
を
課
し
、
ま
た
戦
犯
全
員
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に
一
律
に
特
赦
を
与
え
ず
、
特
赦
・
釈
放
組
と
減
刑
・
巣
鴨
服
役
組
に
分
け
た
こ
と
、
米
国
か
ら
声
明

を
発
し
、
国
民
の
理
解
を
求
め
た
こ
と
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
や
議
会
の
反
発
を
避
け
る
た
め
の
保
険

と
見
て
よ
か
ろ
う
。
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
中
、
キ
リ
ノ
は
大
統
領
と
し
て
、

隣
国
と
の
関
係
を
憎
し
み
か
ら
融
和
に
転
換
す
る
政
治
決
断
を
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

一
九
五
三
年
七
月
一
五
日
、
日
本
人
戦
犯
一
〇
八
名（

64
）は

白
山
丸
で
マ
ニ
ラ
港
を
離
れ
、
一
週
間
後
の

二
二
日
に
横
浜
港
に
到
着
し
、
留
守
家
族
や
刑
死
者
遺
族
な
ど
多
く
の
人
々
が
歓
喜
で
迎
え
る
中
、
数

年
ぶ
り
に
祖
国
の
土
を
踏
ん
だ
。
Ｎ
Ｂ
Ｐ
で
処
刑
さ
れ
、
土
葬
さ
れ
て
い
た
一
七
名
の
遺
体
も
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
政
府
の
特
別
許
可
に
よ
り
発
掘
さ
れ
、
荼
毘
に
付
し
て
遺
族
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た（

65
）。

　

特
赦
を
受
け
た
元
有
期
・
終
身
刑
の
者
は
横
浜
で
釈
放
さ
れ
、
終
身
刑
に
減
刑
さ
れ
た
元
死
刑
囚
は

そ
の
ま
ま
巣
鴨
刑
務
所
に
移
送
、
収
監
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
一
月
一
〇
日
の
大
統
領
選
で
は
、
マ
グ

サ
イ
サ
イ
が
圧
倒
的
勝
利
で
現
職
の
キ
リ
ノ
を
破
っ
た
。
任
期
満
了
当
日
の
一
二
月
三
〇
日
、
キ
リ
ノ

は
大
統
領
の
最
後
の
仕
事
と
し
て
、
巣
鴨
で
服
役
中
の
五
〇
名
余
り
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
関
係
戦
犯
全
員
に

恩
赦
を
与
え
て
釈
放
し
た
。
二
度
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
戻
ら
な
い
こ
と
が
条
件
だ
っ
た（

66
）。

一
九
四
七
年
八
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月
以
来
、
六
年
に
わ
た
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
取
り
組
ん
で
き
た
戦
犯
裁
判
計
画
は
、
こ
こ
に
終
わ
り
を

告
げ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
日
戦
犯
政
策
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
に
、
戦
争
中
の
残
虐
行
為
に
つ
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
法
の
下
で
正
義
を
実
現
し
よ
う
と
試
み

た
。
法
に
基
づ
く
正
義
の
追
求
は
、
責
任
者
の
処
罰
だ
け
で
な
く
、
戦
争
被
害
の
公
的
認
知
を
も
目
指

し
、
も
っ
て
比
日
間
の
不
公
正
な
関
係
を
正
そ
う
と
す
る
営
み
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

新
生
国
家
と
し
て
、
終
戦
直
後
か
ら
他
の
連
合
国
が
遂
行
し
て
き
た
戦
犯
処
罰
計
画
の
流
れ
に
加
わ
り
、

民
主
的
で
公
正
な
裁
き
の
実
現
を
通
し
て
、
国
家
の
威
信
と
国
民
の
能
力
を
内
外
に
示
そ
う
と
し
た
。

第
三
に
、
戦
犯
に
対
す
る
寛
大
な
処
遇
や
死
刑
を
め
ぐ
る
慎
重
姿
勢
、
最
終
局
面
で
の
恩
赦
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
犯
政
策
は
日
本
と
の
関
係
再
建
を
志
向
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
日
戦
犯
政
策
は
正
義
と
威
信
、
旧
敵
と
の
関
係
回
復
と
い
う
三
つ

の
柱
を
基
調
と
し
、
国
交
回
復
（
一
九
五
六
年
七
月
）
ま
で
の
移
行
期
の
中
で
、
日
本
軍
が
な
し
た
不

正
義
に
対
処
し
、
併
せ
て
戦
後
比
日
関
係
の
再
構
築
を
模
索
し
た
過
程
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
新
生
国

家
の
指
導
者
が
「
裁
き
」
と
「
赦
し
」
の
狭
間
で
、
葛
藤
し
な
が
ら
描
き
出
し
た
関
係
再
建
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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［
付
記
］
本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
六
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
主
催
「
連

続
市
民
講
座
」
で
の
報
告
を
も
と
に
、
新
た
な
資
料
と
知
見
を
加
え
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
関
連
文
献

と
し
て
、
永
井
均
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
対
日
戦
犯
裁
判
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
Ｂ
Ｃ

級
戦
犯
裁
判
』（
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
）
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

註（
１
）　

伊
藤
正
康
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
に
よ
る
戦
犯
裁
判
」（『
戦
争
裁
判　

処
刑
者
一
千
』
別
冊
歴
史
読
本
第

二
一
三
号
、
一
九
九
三
年
八
月
）
九
六
頁
。

（
２
）　

渡
集
団
軍
政
監
部
編
『
軍
政
公
報
』
第
一
号
（
マ
ニ
ラ
日
日
新
聞
社
、
一
九
四
二
年
三
月
）
二
頁
。

（
３
）　T

eodoro M
. Locsin, “D

ay of Reckoning ”

（Philippines Free Press, 17 Jan. 1948

）, p. 18.

（
４
）　Interview

 w
ith A

rm
ando V

. Gatm
aitan, 11 Feb. 2015, M

akati City.

（
５
）　

大
沢
清
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
一
日
本
人
か
ら
』（
新
潮
社
、
一
九
七
八
年
）
一
八
八
頁
。

（
６
）　

永
井
均
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
対
日
戦
犯
裁
判
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
二
一

－

三
八
頁
。

（
７
）　Fred R. Castro and Guillerm

o S. Santos, “A
 Report on W

ar Crim
es T

rials in the 
Philippines ”

（T
he Law

yers Journal, V
ol. X

V
, N

o. 10, 31 O
ct. 1950

）, p. 472.

（
８
）　“Statistics of U

. S. W
ar Crim

es T
rials in A

ll T
heaters as of 30 Septem

ber 1948, ” Box 
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9, Entry 146, RG153, Records of the O
ffice of the Judge A

dvocate General

（A
rm

y

）, 
N

ational A
rchives at College Park, M

D
, U

SA

（hereafter N
A

CP

）.
（
９
）　M

inutes of the 67th M
eeting of the Cabinet, 18 Feb. 1947, General M

iscellany, Series 
IV

, Box 7, M
anuel Roxas Papers, U

niversity A
rchives, U

niversity of the Philippines, 
D

ilim
an.

（
10
）　Elpidio Q

uirino to Paul V
. M

cN
utt, 12 M

ar. 1947, Legal Section

（LS

）Papers, GH
Q

/
SCA

P Records, m
icrofiche, LS-10036

（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）．

（
11
）　N

icanor M
aronilla-Seva, “T

he Law
 of W

ar and Philippine W
ar Crim

es T
rials ”

（T
hesis presented for the D

egree of Bachelor of Science in Foreign Service, School 
of Foreign Service, A

dam
son U

niversity, M
anila, 1950

）, pp. 88-90.

（
12
）　LS to Chief of Staff, 6 M

ay 1947; R. M
. Levy to Com

m
anding General, PH

ILRY
CO

M
, 

“W
ar Crim

e T
rials in M

anila, ” 5 July 1947, LS Papers, LS-10036.

（
13
）　M

anila Bulletin, 30 July 1947.

（
14
）　Carm

en G. Cruz, “Justice, N
ot Retribution ”

（T
he E

vening N
ew

s, 9 A
ug. 1947

）, p. 7.

（
15
）　T

elecon Conference, 31 July 1947, p. 7, M
anila T

elecon File, Box 1353, A
dm

inistra-
tive D

ivision, Legal Section, RG 331, GH
Q

/SCA
P Records, N

A
CP.

（
16
）　T

he M
anila T

im
es, 8 A

ug. 1947.
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（
17
）　Executive O

rder N
o. 68, 29 July 1947

（Republic of the Philippines, O
ffi

cial G
azette, 

V
ol. 43, N

o. 9, Sept. 1947

）, pp. 3547-3553.
（
18
）　M

inutes of the 67th M
eeting of the Cabinet, 18 Feb. 1947, op. cit.

（
19
）　

永
井
均
「
手
紙
は
時
空
を
超
え
て
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
裁
判
の
裏
面
史
」（『H

IRO
SH

IM
A

 
RESEA

RCH
 N

EW
S

』
第
一
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
一

－

二
頁
。

（
20
）　M

anila Bulletin, 15 Jan. 1948; Interview
 w

ith N
ina L. Roseta, 21 N

ov. 2012, Q
uezon 

City.

（
21
）　Bulletin of the Judge A

dvocate G
eneral of the A

rm
ed Forces of the Philippines, V

ol. 
III, N

o. 1, M
ar. 1949, pp. 24-26.

（
22
）　Guillerm

o S. Santos, “Report on the W
ar Crim

es Program
 of the Philippines ”

（Philip-
pine A

rm
ed Forces Journal, V

ol. IV
, N

o. 2, Jan. -Feb. 1951

）, p. 27.

（
23
）　

永
井
均
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
裁
判
』（
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
）
八
二

－

八
六
頁
。

（
24
）　Ricardo T

. Jose, “T
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